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本
年
度
策
定
の
第
６
次
芳
賀
町
振
興
計
画
に
つ
い
て

五
行
川
遊
水
地
の
整
備
に
つ
い
て

町
長
「
人
口
に
つ
い
て
は
定
住
促
進
事
業
・
住
宅
地
分
譲

　
　
　
等
を
考
慮
し
、
目
標
値
を
設
定
し
ま
す
」

町
長
「
平
成
32
年
度
ま
で
に
整
備
す
る
計
画
で
す
」

問
五
行
川
遊
水
地
の
全
体
構
想

と
進
捗
状
況
は
。

答
町
長　

栃
木
県
が
事
業
主
体
と

な
り
、
約
19
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
洪

水
調
整
施
設
を
整
備
す
る
計
画
。
現

在
は
左
岸
の
排
水
管
や
掘
削
工
事
が

進
ん
で
お
り
、
平
成
29
年
度
に
完
成

見
込
み
。
右
岸
は
平
成
30
年
度
か
ら

３
年
間
で
整
備
す
る
計
画
。
本
体
工

事
完
了
後
は
、
外
周
を
桜
堤
回
廊
と

し
、
遊
水
地
内
は
、
四
季
折
々
の
花

が
咲
く
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
や
子
ど
も

の
遊
び
場
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

問
平
成
16
年
３
月
に
農
政
課
で
遊

水
地
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ

て
い
る
。
私
は
こ
の
報
告
書
の
ほ
う

が
計
画
目
的
、
基
本
方
針
、
理
念
な

ど
が
明
確
で
優
れ
て
い
る
と
思
う
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
構
想
図
を
示
し

て
、
夢
の
あ
る
遊
水
地
を
整
備
し
て

は
ど
う
か
。

答
町
長　

当
時
、
立
派
な
計
画
書

を
策
定
し
た
経
緯
も
あ
る
。
使

え
る
部
分
は
使
い
、
真
岡
土
木
事
務

所
の
意
向
を
聞
き
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。

大根田周平　議員
（西高橋）
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一 般 質 問

問
振
興
計
画
の
基
本
と
な
る
人
口

と
土
地
利
用
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
長　

自
然
増
減
を
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
推

計
値
を
基
本
に
、
町
が
行
う
定
住
促

進
事
業
、
新
た
な
住
宅
地
分
譲
等
を

考
慮
し
平
成
39
年
の
目
標
値
を
設
定

し
て
い
き
た
い
。
土
地
利
用
に
つ
い

て
は
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と

の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
市
街
化
区

域
や
市
街
化
調
整
区
域
の
土
地
利
用

を
定
め
て
い
き
た
い
。

問
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
延
伸
や
商
店
街
の
活

性
化
等
を
考
慮
し
、
祖
母
井
の

住
居
地
域
を
現
在
の
約
60
ヘ
ク
タ
ー

ル
か
ら
近
隣
地
域
等
も
含
め
、
町
全

体
で
100
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
拡
充
し
て

は
。
ま
た
、
住
居
地
域
内
農
地
の
宅

地
化
を
推
進
し
て
は
。

答
町
長　

住
居
地
域
内
農
地
の
宅

地
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
町

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
南
部
地
区
か
ら
順
次
事
業
推
進
を

図
っ
て
い
る
。
早
期
に
宅
地
化
を
図

る
た
め
、
南
部
地
区
で
実
施
し
た
先

行
買
収
や
宅
地
造
成
事
業
な
ど
も
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
が
、
宇
都
宮
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
現
時
点

で
は
大
規
模
な
市
街
化
区
域
の
拡
大

は
難
し
い
状
況
。
今
後
は
、
中
部
地

区
や
北
部
地
区
の
都
市
基
盤
を
整
備

し
、
未
利
用
地
や
農
地
な
ど
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
を
主
眼
に
本
年
度
見

直
し
を
進
め
て
い
る
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
た
い
。

問
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
祖
母

井
の
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
の
た

め
、
特
に
神
社
・
仏
閣
付
近
は
電
線

の
地
中
化
、
歩
道
や
道
路
は
石
畳
、

水
路
も
両
岸
石
積
み
構
造
と
し
て
、

魚
が
泳
げ
る
風
情
あ
る
空
間
を
創
出

し
て
は
。

答
町
長　

県
道
の
整
備
と
沿
道
の

街
並
み
を
一
体
的
に
整
備
す
る

た
め
、
北
部
地
区
と
神
社
南
地
区
で

土
地
区
画
整
理
事
業
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。
し
か
し
、
電
線
の
地
中
化

や
歩
道
、
道
路
の
石
畳
整
備
、
水
路

の
石
積
み
構
造
は
、
事
業
費
が
増
大

す
る
傾
向
に
あ
る
。
今
後
、
必
要
性

や
整
備
水
準
、
事
業
費
も
含
め
真
岡

土
木
事
務
所
や
地
域
の
皆
様
な
ど
と

意
見
を
交
換
し
な
が
ら
案
を
ま
と
め

て
い
き
た
い
。

▲現在の祖母井の街並み

▲電線を地中化した上三川町の街並み

▲平成 1₆ 年に計画された遊水地のイメージ
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道
の
駅
は
が
の
業
績
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
対
す
る
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
採
算
性
と
活
用
に
つ
い
て

町
長
「
集
客
と
収
益
性
の
確
保
に
努
め
ま
す
」

町
長
「
関
係
者
の
制
度
の
理
解
と
相
談
支
援
に

能
力
向
上
を
図
り
ま
す
」

町
長
「
多
く
の
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
事
業

　
　
　
　
　
速
や
か
に
着
工
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
」

問
座
談
会
等
を
通
じ
て
説
明
を
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
概
要
や
採

算
性
ば
か
り
で
町
に
と
っ
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
必
要
性
や
将
来
に
ど
う
役
立
て
て

い
く
の
か
、
根
本
的
な
説
明
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
宇
都
宮
市
は
Ｐ
Ｒ
用

の
ビ
デ
オ
を
作
成
し
た
り
、
わ
か
り

や
す
い
説
明
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
、
芳
賀
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
、
具
体
的
に
Ｌ
Ｒ

Ｔ
事
業
の
メ
リ
ッ
ト
と
活
用
法
を
盛

り
込
ん
で
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

水沼　孝夫　議員
（下延生）

問
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
子
ど

も
の
貧
困
率
は
過
去
最
悪
の

16.3
％
に
上
り
、
６
人
に
１
人
の
約

325
万
人
の
子
ど
も
が
貧
困
化
し
て
い

る
。
芳
賀
町
に
お
い
て
も
、
低
所
得

に
よ
っ
て
生
活
苦
に
陥
る
家
庭
が
増

え
つ
つ
あ
る
。
本
町
の
実
態
と
対
策

に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

本
町
の
実
態
は
、
要
保

護
児
童
生
徒
は
２
人
、
準
要
保

護
児
童
生
徒
は
₄₇
人
、
児
童
扶
養
手

当
受
給
者
は
１１９
人
。
生
活
保
護
受
給

率
は
県
平
均
１.０４
％
に
比
べ
、
町
は

０.６８
％
で
低
い
状
況
に
あ
る
。
貧
困
問

題
の
解
決
策
は
、
保
護
者
の
収
入
増

を
図
る
こ
と
が
一
番
だ
が
、
非
常
に

困
難
で
あ
る
。子
育
て
支
援
の
周
知
、

学
校
で
の
案
内
や
相
談
は
、
よ
り
身

近
で
効
果
的
で
あ
る
が
、
人
材
的
、

財
政
的
に
簡
単
で
は
な
い
。ま
ず
は
、

学
校
を
は
じ
め
、福
祉
相
談
窓
口
で
、

関
係
者
の
制
度
の
理
解
と
相
談
支
援

の
能
力
向
上
を
図
り
た
い
。

問
町
内
で
貧
困
の
発
生
を
捕
捉
す

る
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
る

か
、
子
ど
も
の
見
守
り
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
ま
た
充
分
な
現
金
給
付

や
現
物
給
付
が
あ
れ
ば
、
貧
困
は
起

こ
ら
な
い
と
考
え
る
。
公
的
教
育
支

出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
、
デ
ン
マ
ー
ク

は
7.5
％
、
日
本
は
3.6
％
し
か
使
っ
て

お
ら
ず
、
加
盟
国
中
最
低
で
あ
る
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
は
5.4
％
で
、
円
換
算

し
た
場
合
に
8.5
兆
円
も
の
開
き
が
あ

る
。
先
進
各
国
が
子
ど
も
の
貧
困
率

を
低
く
抑
え
て
い
る
の
は
、
現
金
給

付
や
現
物
給
付
が
日
本
に
比
べ
、
潤

沢
な
た
め
で
あ
る
。
少
子
化
対
策
と

言
い
な
が
ら
、子
育
て
世
代
や
若
者
、

子
ど
も
に
対
す
る
投
資
が
極
端
に
少

な
い
が
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

考
え
方
は
議
員
と
全
く

同
じ
で
あ
る
。
町
長
と
し
て
町

村
会
等
で
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。
町
と
し
て
は
き
め
細
く
、

取
り
こ
ぼ
し
の
な
い
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

が
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

優
先
整
備
区
間
に
お
い

て
、
企
業
や
従
業
員
ア
ン
ケ
ー

ト
、
広
域
都
市
圏
生
活
行
動
実
態
調

査
に
よ
り
需
要
予
測
を
行
い
、
安
定

的
な
運
営
が
で
き
る
も
の
と
判
断
し

た
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
導
入
に
合
わ
せ
、
バ

ス
路
線
の
再
編
や
デ
マ
ン
ド
交
通
の

充
実
、
自
動
車
・
自
転
車
か
ら
の
乗

り
継
ぎ
拠
点
の
整
備
な
ど
、
一
体
的

に
取
り
組
ん
で
行
く
。
こ
れ
ら
の
方

策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
需
要
予
測
を
上
回
る
利
用
者

が
見
込
め
る
。
ま
た
、
町
内
経
済
の

波
及
効
果
や
地
価
下
落
抑
制
、
立
地

企
業
や
就
業
者
数
の
増
加
な
ど
、
多

く
の
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

議
員
指
摘
の
と
お
り
高
齢
化
の
進

展
す
る
中
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
国
や
県
に
財
政
・

技
術
支
援
を
要
請
し
、
宇
都
宮
市
と

速
や
か
に
事
業
着
工
が
で
き
る
よ
う

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
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一 般 質 問

が
は
、
地
域
住
民
の
公
益
性
を
確
保

し
つ
つ
、
２
つ
の
源
泉
を
持
つ
温
泉

の
あ
る
駅
の
強
み
を
生
か
し
て
、
集

客
を
高
め
、
収
益
性
を
確
保
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
。

問
６
月
議
会
で
本
年
度
の
予
算
見

積
り
の
甘
さ
を
指
摘
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
道
の
駅
が
今
後
慢
性
的

な
赤
字
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
収
支
計

画
と
事
業
計
画
の
整
合
性
及
び
実
現

性
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

答
町
長　

運
営
経
費
の
収
支
予
算

の
配
分
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ

た
経
費
を
効
果
的
に
集
中
的
に
執
行

す
る
予
定
で
計
画
し
た
。
道
の
駅
は
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策
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
、

現
在
の
需
要
予
測
を
上
回
る
利
用
者

が
見
込
め
る
。
ま
た
、
町
内
経
済
の

波
及
効
果
や
地
価
下
落
抑
制
、
立
地

企
業
や
就
業
者
数
の
増
加
な
ど
、
多

く
の
整
備
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　

議
員
指
摘
の
と
お
り
高
齢
化
の
進

展
す
る
中
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
国
や
県
に
財
政
・

技
術
支
援
を
要
請
し
、
宇
都
宮
市
と

速
や
か
に
事
業
着
工
が
で
き
る
よ
う

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
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一 般 質 問

問
多
額
の
財
源
を
投
入
し
て
実
施

さ
れ
る
事
業
。
多
く
の
町
民
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
の
方
策
に
つ

い
て
伺
う
。

答
町
長　

交
通
結
節
点
の
整
備
に

よ
る
既
存
交
通
手
段
と
の
乗
り

継
ぎ
の
向
上
や
、
路
線
バ
ス
の
再

編
、
循
環
バ
ス
の
新
設
、
デ
マ
ン
ド

交
通
の
充
実
な
ど
、
通
勤
・
通
学
者
・

高
齢
者
・
交
通
弱
者
の
皆
様
も
利
用

し
や
す
い
、
利
便
性
の
高
い
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
よ
う
、
交
通
事
業

者
と
も
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。
沿
線
地
域
以
外
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
は
、
利
用
料
金
の
割
引

は
有
効
だ
と
考
え
る
。
通
勤
・
通
学

者
・
高
齢
者
・
子
ど
も
な
ど
の
割
引

以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
割
引
制
度

が
あ
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
、
町

独
自
の
割
引
制
度
の
導
入
を
検
討
し

て
い
く
。

　

切
符
の
購
入
等
、
Ｊ
Ｒ
系
や
私
鉄

系
の
カ
ー
ド
と
相
互
利
用
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
に
よ
り
、
バ
ス

や
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
と
調
整
を
図

り
、
商
業
施

設
や
商
店
街

な
ど
の
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド

と
の
連
携
が

で
き
る
よ
う

検
討
し
て
い

く
。

住
民
に
と
っ
て
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

町
奨
学
金
制
度
の
貸
与
基
準
を
見
直
す
べ
き
で
は

安
心
安
全
な
町
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

町
長
「
住
民
の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て
、

公
共
交
通
の
再
編
・
強
化
策
を
検
討
し
ま
す
」

教
育
長
「
緩
和
の
方
向
で
、
教
育
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
」

町
長
「
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
」

問
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
と
奨
学

金
制
度
の
充
実
を
図
る
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

答
教
育
長　

要
保
護
・
準
要
保
護

の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
就
学

援
助
費
を
交
付
し
、
経
済
的
理
由
に

よ
り
就
学
で
き
な
い
方
に
奨
学
資
金

を
貸
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度

施
行
の
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

問
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
に
向
け

て
、
芳
賀
型
交
通
事
故
対
策
、

道
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
民

有
林
の
伐
採
、
歩
行
者
通
行
帯
の
カ

ラ
ー
舗
装
等
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
町
長　

芳
賀
町
内
の
交
通
事
故

の
特
徴
で
あ
る
「
交
差
点
・
出

会
い
頭
・
高
齢
者
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド

を
意
識
し
て
、
安
全
対
策
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ソ

フ
ト
面
・
ハ
ー
ド
面
の
対
応
に
つ
い

て
、関
係
機
関
と
協
力
を
し
な
が
ら
、

対
策
を
進
め
て
い
く
。
樹
木
の
伐
採

基
づ
く
学
習
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
施
主
体
の
県
の
事
業
を
町
で

受
け
入
れ
実
施
し
て
い
る
。
支
援
の

対
象
者
は
、
小
学
４
年
か
ら
中
学
３

年
ま
で
の
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童

生
徒
で
、
小
学
生
は
対
象
1₇
人
の
う

ち
４
人
か
ら
申
し
込
み
が
あ
り
、「
学

び
の
教
室
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、

中
学
生
か
ら
は
申
し
込
み
が
な
か
っ

た
。
今
後
は
支
援
を
受
け
や
す
い
方

に
つ
い
て
は
、
冬
場
に
日
陰
と
な
る

急
な
坂
道
や
カ
ー
ブ
で
交
通
量
の
多

い
道
路
は
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
防
止
策

と
し
て
、
町
の
負
担
に
よ
る
伐
採
も

考
え
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
所
有

者
に
依
頼
し
、
高
齢
化
や
不
在
地
主

で
困
難
な
と
こ
ろ
は
、
地
域
協
力
に

よ
る
協
働
の
形
で
行
っ
て
い
き
た

い
。
歩
道
設
置
等
に
つ
い
て
は
、
計

画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
る
が
、
完

成
ま
で
に
は
長
期
間
か
か
っ
て
し
ま

う
の
は
事
実
。
歩
行
者
通
行
帯
が
必

要
と
さ
れ
た
場
合
は
、
関
係
機
関
と
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法
を
調
査
し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
家
庭
の
所
得
格
差
が
、
学
力
と

い
う
個
人
の
資
質
に
対
し
て
も

相
当
の
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
町
奨
学
金
制
度
の
貸
与
基

準
を
見
直
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
こ
ど
も
育
成
課
長　

成
績
要
件

を
緩
和
す
る
方
向
で
、
教
育
委

員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

協
議
の
上
、
カ
ラ
ー
舗
装
等
も
考
慮

し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

▲東高橋地内の交差点


